
選択領域

講習の区分 受講者が任意に選択して受講する領域

講習の名称 器械運動の指導法と評価

受講者定員 20人

受講対象者 小学校、中学・高等学校（保健体育科）教諭

開　 設　 日 2017年10月22日

講習の形態 実技，講義

講 習 時 間 6時間

講 習 会 場 鳴門教育大学　健康棟　２階　Ｅ２０２講義室･体育館　（予定）

担 当 講 師 藤田　雅文

受　 講 　料 6,000円

講習の内容

　小学校，中学校，高等学校の学習指導要領解説体育・保健体育編に例示され
た，マット運動，鉄棒運動，跳び箱運動の基本的な技及び発展技の指導法につ
いて実技講習を行う。また，技能，態度，知識，思考・判断の評価のあり方につい
て講義を行い，指導法と評価に関する筆記試験を実施する。

講習のねらい
　小学校，中学校，高等学校の体育授業で扱われる器械運動の各種の技の技
術ポイント，段階的指導法，練習の場づくり，幇助法，技術指導の言葉かけ，及
び器械運動の学習評価の考え方，方法について理解を深める。

講習到達目標

１． 器械運動の各種の技の指導法を理解し，説明することができる。
　　① マット運動の回転系，巧技系の技
　　② 鉄棒運動の支持系，懸垂系の技
　　③ 跳び箱運動の切り返し系，回転系の技
２． 器械運動の学習評価のあり方を理解し，説明することができる。

平成29年10月22日
　　　８時５０分～　９時００分　オリエンテーション
　　　９時００分～１０時３０分　講義
　　１０時４０分～１２時１０分　講義
　　１２時１０分～１３時００分　昼食休憩
　　１３時００分～１４時３０分　講義
　　１４時４０分～１６時１０分　講義
　　１６時１８分～１６時２０分　試験説明
　　１６時２０分～１７時００分　履修認定試験
　　１７時００分～１７時１０分　事後アンケート、連絡事項

履修認定試験の方法 筆記試験

成績評価
成績評価は、講習の担当者が作成した試験の成績から判断します。
履修認定試験の結果、受講者の理解が到達目標に達したと認める場合は成績審査に合
格した者としますが、その際の評価は６０点以上の採点をもって行います。

持参するもの
筆記用具，スポーツウェア，体育館シューズ，参考書：小学校体育器械運動-達
人教師への道-（大学教育出版）

その他 受講申込みについては、「募集要項」を参照してください。

平成２９年度鳴門教育大学教員免許状更新講習概要

講習スケジュール


